
NO.110 （6）日 高 市 議 会 だ よ り

島
しまむら

村由
ゆ き お

起男氏篠
しの

﨑
ざき

明
み つ こ

子氏

民
間
保
育
施
設
等
へ
の
補
助
金
を

追
加
又
は
増
額
し
、
公
立
保
育
施

設
等
の
衛
生
用
品
購
入
費
用
を
増

額
、
教
育
費
の
う
ち
、
保
健
体
育

費
で
は
、
文
化
体
育
館
維
持
管
理

事
業
で
、
空
調
熱
交
換
調
湿
換
気

シ
ス
テ
ム
の
更
新
工
事
に
係
る
費

用
を
追
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
関
連
以
外
と
し
て
、

総
務
費
の
う
ち
、
総
務
管
理
費
で

は
、
財
政
調
整
基
金
管
理
運
用
事

務
で
、
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ

く
剰
余
金
の
一
部
を
地
方
財
政
法

等
の
規
定
に
よ
り
積
み
立
て
る
た

め
、「
財
政
調
整
基
金
積
立
」
を

増
額
、
公
共
施
設
整
備
基
金
管
理

運
用
事
務
で
、
将
来
の
公
共
施
設

建
設
等
に
備
え
、「
公
共
施
設
整

備
基
金
積
立
」
を
追
加
、
民
生
費

国
・
県
支
出
金
等
返
還
事
務
（
生

活
福
祉
課
）
で
、
令
和
元
年
度
に

収
入
し
た
国
・
県
支
出
金
の
実
績

に
基
づ
く
精
算
に
よ
り
、
返
還
金

を
増
額
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

で
は
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
で
、

帰
国
者
が
本
籍
地
以
外
に
住
民
登

録
す
る
際
の
手
続
き
を
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
利
用
に
よ
り
簡
素
化
で

き
る
新
た
な
制
度
に
対
応
す
る
た

め
、「
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
」
を
増
額
、
選
挙
費
で
は
、

一
般
職
人
件
費
及
び
市
長
選
挙
事

務
で
、
市
長
選
挙
が
無
投
票
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
務
等
に
係

る
費
用
を
減
額
、
民
生
費
の
う
ち
、

社
会
福
祉
費
で
は
、
障
が
い
者
福

祉
シ
ス
テ
ム
管
理
事
務
で
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
の
施
行
が
見
込
ま

れ
る
報
酬
改
定
に
対
応
す
る
た
め
、

「
障
が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
」
を
増
額
、
生
活
保
護
費

で
は
、
低
所
得
者
福
祉
援
護
事
業

で
、
新
た
に
日
常
生
活
支
援
居
住

施
設
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

「
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
」
を
追
加
、
商
工
費
の
う
ち
、

商
工
費
で
は
、
巾
着
田
維
持
管
理

事
業
で
、
令
和
元
年
度
に
収
入
し

た
巾
着
田
曼
珠
沙
華
公
園
入
場
料

等
の
剰
余
金
を
積
み
立
て
る
た
め
、

「
巾
着
田
施
設
整
備
基
金
積
立
」

を
増
額
、
土
木
費
の
う
ち
、
道
路

橋
り
ょ
う
費
で
は
、
橋
り
ょ
う
整

備
事
業
で
、
県
所
管
の
小
畔
川
改

修
工
事
に
伴
う
別
所
橋
架
換
工
事

の
費
用
等
に
対
す
る
市
負
担
額
が

確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
負
担
金
を

増
額
、
河
川
費
で
は
、
河
川
・
水

路
整
備
事
業
で
、
台
風
等
に
よ
る

被
災
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
測

量
設
計
委
託
料
」
及
び
「
河
川
・

水
路
整
備
工
事
」
を
増
額
、
都
市

計
画
費
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
繰
出
事
務
で
、
武
蔵

高
萩
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
の
令
和
元
年
度
決
算
に
基

づ
く
精
算
に
よ
り
、
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
を
減
額
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
59
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
千
453
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
７

億
８
千
478
万
５
千
円
と
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
60
号
）

　

�

令
和
２
年
度
日
高
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
千
164
万
１
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
46
億
９
千
792
万
３
千
円
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
61
号
）

　
�

令
和
２
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
令
和
元

年
度
決
算
に
基
づ
く
繰
越
金
の
増

額
及
び
繰
入
金
の
減
額
を
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
62
号
）

　

市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
間
を
接
続
さ
せ
る
た
め
、

新
た
な
路
線
を
認
定
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
63
号
）

　

�

日
高
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
島し

ま
む
ら村

由ゆ

き

お
起
男
氏
を
任
命
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
64
号
）

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
篠し

の

﨑ざ
き

明み
つ
こ子

氏
を
推
薦
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
65
号
）

　

�
令
和
２
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
４
千
826
万
６
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
263
億
２
千
987
万
円
と
し
、
ま
た
、

地
方
債
の
補
正
と
し
て
、
既
定
の

地
方
債
の
限
度
額
の
変
更
を
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
の

財
源
で
あ
る
「
災
害
復
旧
工
事
費

負
担
金
」
を
増
額
、
繰
入
金
に
つ

い
て
、
今
回
の
補
正
予
算
額
の
歳

入
歳
出
差
引
き
の
調
整
を
行
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
減
額
、
市
債
に
つ
い
て
、
災

害
復
旧
事
業
の
財
源
で
あ
る
「
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
債
」
を
増

額
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
徴
税
費
で
は
、
税
務
事
務

で
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
の
課
税
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、

「
市
税
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
」

を
増
額
、
災
害
復
旧
費
の
う
ち
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
で
は
、

災
害
復
旧
事
業
で
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
で
被
災
し
た
久
保
の
下

橋
、
新
堀
橋
及
び
新
井
橋
の
復
旧

に
係
る
工
事
に
つ
い
て
、
国
と
の

協
議
の
結
果
、
そ
の
内
容
を
変
更

す
る
こ
と
か
ら
、「
災
害
復
旧
工

事
」
を
増
額
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）


